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序     文 
 

ガーナ共和国（以下、「ガーナ」）は、電化率 66％（2009）を有し、サブサハラアフリカで３番

目に高い電化率を達成している国です。ガーナ政府は「Ghana Vision 2020」において電力供給を

最優先政策として位置づけ、国家エネルギー政策（National Energy Policy）（2010 年２月）では、

2020 年までに電化率 100％（500 人以上の村落）を達成することを目指しています。また、2010

年２月に策定されたエネルギーセクター戦略・開発計画（Energy Sector Strategy and Development 
Plan）では、新たな電源開発に加えて送配電網レベルの増強が優先課題の１つとされ、2015 年ま

でにシステムロス率を 25％から 18％に減少させるという目標の下、配電網の改善・近代化が進め

られています。 
近年、ガーナは堅調な経済成長を続ける一方で電力需要は一層増加しており、ガーナ政府は老

朽化した配電設備の更新、増強及び延伸を進める必要があります。しかし、配電事業の急激な拡

充に対応するための、配電網の運用・保守管理、運用管理を担う組織的な人材の育成については

十分に取り組んできておらず、この能力強化が必須となっています。 
このような背景から、ガーナ政府はわが国に対して、電力技術者養成に必要な研修実施能力向

上のための技術協力プロジェクトを要請しました。これを受けて当機構（JICA）は、2010 年８月

に事前評価調査団を派遣し、現地調査を実施するとともに協力内容について先方政府と協議した

結果、2010 年 11 月に討議議事録（R/D）の署名に至りました。これにより、「アフリカ諸国電力

技術者養成プロジェクト」を３年間にわたって実施することとなりました。 
本報告書は、上記調査結果及び協議結果を取りまとめたもので、今後のプロジェクトの実施に

あたって広く活用されることを願うものです。 
ここに、これまで調査にご協力いただいた外務省、在ガーナ日本国大使館など、内外関係機関

の方々に深く謝意を表すとともに、引き続き一層のご支援をお願いする次第です。 
 
平成 22 年 11 月 
 

独立行政法人国際協力機構 
ガーナ事務所長 山内 邦裕 
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略語 欧文名称 和文名称 

AfDB African Development Bank アフリカ開発銀行 

BADEA Arab Bank for Economic Development in 
Africa 又 は Banque Arabe pour le 
Developpemente Economique en Africa 

アフリカ経済開発アラブ銀行 

BOP Base of Pyramid 貧困層 

BSP Bulk Supply Point GRIDCo と ECG も し く は

VRA-NED との境界となる変電所

CD Capacity Development キャパシティ・ディベロップメント

C/P Counterpart カウンターパート 

ECG Electricity Company of Ghana ガーナ電力公社 

ECOWAS Economic Community of West African States 西アフリカ諸国経済共同体 

EPP Emergency Power Program 緊急電力プログラム 

GEDAP Ghana Energy Development and Access 
Project 

ゲダップ 

GEF Global Environmental Facility 地球環境ファシリティ 

GRIDCo Ghana Grid Company ガーナ送電公社 

IFC International Finance Corporation 国際金融公社 

JCC Joint Coordinating Committee 合同調整委員会 

JICA Japan International Cooperation Agency 国際協力機構 

KEPCO Korean Electric Power Corporation 韓国電力会社 

LEC Liberian Electricity Corporation リベリア電力公社 

MLME Ministry of Lands, Mines and Energy 土地鉱物エネルギー省 

M/M Minutes of Meeting 協議議事録 

MOE Ministry of Energy エネルギー省 

MOEWR Ministry of Energy and Water Resources エネルギー・水資源省（シエラレ

オネ） 

MOU Memorandum of Understanding 覚書 

NAWEC National Water and Electricity Company Ltd. 国家水･電力公社（ガンビア） 

NES National Electricity Scheme 国家電力計画 

NPA National Power Authority 電力庁（シエラレオネ） 

NREL National Renewable Energy Laboratory 米国再生可能エネルギー研究所 

O&M Operation and Maintenance 運転維持管理 



OJT On-the-Job Training オンザジョブ・トレーニング 

PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイン・マトリ

ックス 

PO Plan of Operations 活動計画 

R/D Record of Discussions 討議議事録 

RGON Royal Government of Norway ノルウェー政府 

SCADA Supervisory Control And Data Acquisition 監視制御システム 

SHEP Self-Help Electricity Plan 自立電化計画 

T&D Transmission and Distribution 送配電 

ToT Training of Trainers トレーナーズ・トレーニング 

VRA Volta River Authority ボルタ河公社 

VRA-NED Volta River Authority - Northern Electricity 
Department 

ボルタ河公社北部電力局 

WAPP West Africa Power Pool 西アフリカパワープール 

WB World Bank 世界銀行 
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事業事前評価表 
 

１．案件名：アフリカ諸国電力技術者養成プロジェクト 
２．協力概要 
（１）プロジェクト目標とアウトプットを中心とした概要の記述 

本プロジェクトでは、ガーナ電力公社（Electricity Company of Ghana：ECG）及び近隣ア

フリカ諸国の配電分野の電気技術者の育成を目指し、①配電システム運転維持管理

（Operation and Maintenance：O&M）の研修ニーズの把握、②テクニシャン研修の更新、

③エンジニア研修の開発、④研修モニタリング・マネジメント能力の改善を通じて、ECG
研修センターの配電システムの O&M にかかる研修能力の強化を行う。 

 
（２）協力期間：３年間 
 
（３）協力総額（日本側）：2.9 億円 
 
（４）協力相手先機関：エネルギー省（Ministry of Energy：MOE）、ECG 
 
（５）国内協力機関： 
 
（６）裨益対象者及び規模等 

直接裨益対象者は、ECG 研修センターで訓練指導を行う講師及び研修マネジメントに携

わる職員で、約 40 名である。間接裨益対象者は、ECG 研修センターを利用する ECG スタ

ッフの約 5,400 名、特に、研修センターが実施する配電分野の研修受講生としてのエンジ

ニア約 690 名、テクニシャン約 270 名、第三国（シエラレオネ、リベリア、ガンビア）向

け研修の対象者約 120 名である。 
３．協力の必要性・位置づけ 
（１）現状及び問題点 

① 電力セクターの概況 
2010 年２月に策定されたガーナ共和国（以下、「ガーナ」）国家エネルギー政策（National 

Energy Policy）によれば、現在約 1,400MW に達している電力需要はこれまで年間約 10％

のペースで増加してきており、今後も中長期的に増え続ける需要の伸びに追いつくため、

更なる追加供給が必要と見込まれている。伸び続ける国内需要を満たすため、近年は世銀

を中心とした支援ゲダップ（Ghana Energy Development and Access Project：GEDAP）によ

る送配電網の整備・増強が進んでいる。一方、ガーナが加盟している西アフリカ諸国経済

共同体（Economic Community of West African States：ECOWAS）域内においても電力不足は

深刻で、ガーナは西アフリカパワープール（West African Power Pool：WAPP）1メンバーの

一員として、域内の送電網連携及び電源開発・整備の実施、域内近隣諸国（シエラレオネ、

リベリア、ガンビア）に対する O&M 研修を実施するなど、積極的に地域協力を進めてい

る。 
 

                                                        
1 ECOWAS 加盟国のエネルギー相互補完を目的とし、2000 年 10 月に加盟国間で覚書（Memorandum of Understanding：MOU）
が締結され、ECOWAS により設立された。ベナン国コトヌに本部を置く。コートジボワール、ガーナ、トーゴ、ナイジェリ
ア、ニジェール、ブルキナファソ、ベナン、マリ、セネガル、ギニア、ギニアビサウ、ガンビア、リベリア、シエラレオネ
の各国電力公社が参加している。 
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② 配電システムの現状 
ガーナの配電システムは国内で広範囲に整備され、全国電化率は約 66％と推定されてい

る。しかし、施設の老朽化に伴い電力供給障害が頻繁に発生し、配電ロスも比較的高水準

にあることから、2010 年２月に策定されたエネルギーセクター戦略・開発計画（Energy 
Sector Strategy and Development Plan）では、新たな電源開発に加え、送配電網レベルの増

強が優先政策の１つとされ、2015 年までにシステムロス率を 25％から 18％に減少させる

という目標の下、配電網の改善・近代化が進められている。 
このような状況の下、ECG は首都アクラを含む南部６州に配電を行っており、配電設備

は老朽化のため日常的に事故や故障が発生するなどの問題を抱えているが、独自の資金及

び上述の世銀の支援により設備は徐々に更新されつつある。ECG 研修センターは配電分野

に係るガーナ国内唯一の研修組織であり、これまで新規採用のテクニシャン（現場で保守

作業を担当する技能工）向けの新人研修のみを行っている。しかし、現在は古い機材や設

備でテクニシャン研修を実施しており、研修の質の重要性について認識が浅く陳腐化して

いる。また、配電施設を効率的に O&M するためには現場のテクニシャンを統括し、配電

施設を総合的に管理するエンジニアに対しても時代の変化に対応した配電知識・技術・技

能の向上の機会を与える必要があるが、エンジニア教育についてはオンザジョブ・トレー

ニング（On-the-Job Training：OJT）教育が中心でオンデマンド的に行われてきているもの

の、新たに現場に導入される近代的設備に関しては OJT だけでは対応できないという問題

に直面している。 
一方、ガーナの周辺国であるシエラレオネ、リベリアでは、長い内戦の影響でインフラ

設備の崩壊、人材流出による深刻な人材不足に直面しており、配電設備の日常的な維持管

理を担うテクニシャンや彼らを統括するエンジニアが不足している。ガンビアについても

配電設備の O&M が旧式設備から新型設備まで広範囲にわたる点がガーナと類似してい

る。ECG 研修センターは WAPP 事務局からの要請を受け、これら第三国（ガンビア、リベ

リア、シエラレオネ）に研修を提供している。 
このような背景から、ガーナ政府はわが国に対して、ECG 及び近隣アフリカ諸国の配電

分野の電気技術者の育成を目指し、ECG 研修センターの研修能力強化を目的とした技術協

力プロジェクトの実施を要請した。 
 
（２）相手国政府国家政策上の位置づけ 

ガーナ政府は 2010 年７月に中期国家開発政策フレームワークとして「成長と開発アジ

ェンダ」を標題に掲げ、重点課題として①マクロ経済の安定回復・維持、②民間セクター

の競争力強化、③農業振興と資源管理、④インフラと住宅、⑤エネルギー・石油・ガス産

業、⑥人材開発と雇用、⑦ガバナンス改善の７項目を挙げている。電力セクターについて

は、2010 年から３年間のエネルギー政策、エネルギーセクター戦略及び開発計画が設定さ

れ、信頼性の高い十分な電力供給を達成するため電源開発の継続とともに送配電設備のリ

ハビリ・拡張を実施していく旨が記載されている。本プロジェクトは、整備された送配電

設備の効率的な O&M に貢献するものである。 
 
（３）わが国援助政策との関連、JICA 国別事業実施計画上の位置づけ（プログラムにおける位

置づけ） 
わが国の対ガーナ国別援助計画（2006 年９月）は、援助重点分野として「地方・農村部

の活性化」、「産業育成」及び「行政能力向上・制度改善」の３分野を取り上げている。JICA
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国別事業展開計画（2009 年４月）では、「産業育成」重点分野の中で民間セクター主導に

よる経済活動の活性化を図るための開発課題「民間セクター開発」の達成を目指す「経済

インフラ整備プログラム」が現在実施中であり、過去には５次にわたる無償資金協力によ

る地方電化と配電マスタープランの策定を実施している。上記協力プログラムでは地方電

化などのインフラ整備だけでなく、その維持管理強化のための協力も重視されており、本

プロジェクトはこれに合致した協力といえる。なお、上記配電マスタープランに基づく配

電設備、整備について、新たな無償資金協力が検討されており、本プロジェクトとの連携

による相乗効果が期待される。 
４．協力の枠組み 
（１）協力の目標（アウトカム） 

① 協力終了時の達成目標（プロジェクト目標）と指標2・目標値 
【プロジェクト目標】 

配電設備の O&M に係る ECG 及び第三国向け研修能力が強化される。 
【指標】 

・○人以上が ECG 内部のエンジニア研修講師として認定される。 
・研修内容・研修教材に対し、研修生の○％が満足する。 

② 協力終了後に達成が期待される目標（上位目標）と指標・目標値 
【上位目標】 

ECG 及び第三国における配電設備の O&M が向上する。 
【指標】 

・配電ロスの低減（ガーナ○％、第三国○％） 
・供給停止率の低減（ガーナ○％、第三国○％） 
 

（２）成果（アウトプット）と活動 
① 成果１ 

配電設備の O&M の現状が分析され、研修ニーズが把握される。 
【活動】 

1-1 ガーナ電力政策、電力計画並びに地域協力の枠組みのレビュー 
1-2 ECG 並びに第三国の配電設備の O&M の現状と問題点のレビュー 
1-3 ECG エンジニアとテクニシャンの人材育成の取り組み状況のレビュー 
1-4 ECG 並びに第三国のエンジニアとテクニシャンの研修ニーズの把握 

【指標】 
・研修ニーズの内容を取りまとめたレポートが作成される。 

② 成果２ 
ECG 及び第三国向けテクニシャン研修が改善される。 
【活動】 

2-1 ECG の既存のテクニシャン研修のレビュー 
2-2 ECG の研修用資機材の設置 
2-3 研修教材の改訂 
2-4 ECG のテクニシャン研修の実施 
2-5 第三国向け研修の実施 
2-6 研修のモニタリング及びフィードバック 

                                                        
2 数値目標が設定できていない指標については、プロジェクト開始後３カ月をめどに設定する。 
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【指標】 
・交換・新規設置され、研修で使われた機材の数 
・○○名以上の ECG 及び○○名以上の第三国研修生が修了する3。 

③ 成果３ 
ECG 及び第三国向けエンジニア研修が実施される。 
【活動】 

3-1 研修用シラバス、カリキュラム、教材の開発（新規３コース） 
3-2 新規研修施設の整備及び資機材の設置 
3-3 ECG 研修講師の研修実施能力及び技術の強化 
3-4 ECG スタッフ向けエンジニア研修の実施 
3-5 第三国向け研修の実施 
3-6 研修のモニタリング及びフィードバック 

【指標】 
・エンジニア研修の実施数 
・エンジニア研修の受講者数 
・交換・新規設置され、研修で使われた機材の数 
・○○名以上の ECG 及び○○名以上の第三国研修生が修了する4。 

④ 成果４ 
ECG 研修センターのモニタリング・管理能力が改善される。 
【活動】 

4-1 研修のモニタリング・管理能力の分析 
4-2 改善手法・プロセスの計画作成 
4-3 ECG の研修モニタリング・管理能力の改善 

【指標】 
・改訂された研修用テキスト 
・改訂された研修用ツール 
・合同調整委員会（Joint Coordinating Committee：JCC）ミーティングの開催数 

 
（３）投入（インプット） 

① 日本側（総額 2.9 億円） 
・専門家派遣 

- チーフアドバイザー／配電計画（33kV／11kV） 
- 配電系統運用（33kV／11kV） 
- 変電所運用 
- 変電所維持管理 
- 資機材計画・調達 
- 資機材運転指導 
- 研修計画（国内） 
- 業務調整／研修モニタリング 

・研修員受け入れ：本邦研修 
・供与機材：プロジェクト活動に必要な設備及び資機材 
・その他：第三国向け研修実施に係る諸費用 

                                                        
3、4 修了のレベル及び確認方法については、プロジェクト開始後３カ月をめどに設定する。 
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② ガーナ側 
・カウンターパート（Counterpart：C/P）の配置 
・JCC の設置とメンバーの任命 
・プロジェクト活動に必要な事務スペース等 
・C/P の人件費 
・資機材設置に係るガーナ側負担分経費 
・第三国向け研修講師の確保 
 

（４）外部要因（満たされるべき外部条件） 
① 前提条件 

・C/P が配置される。 
・プロジェクトに必要な予算、事務所スペース等が確保される。 

② 成果達成のための外部条件 
・ECG 及び第三国からの研修生が研修に参加する。 
・研修用資機材が適切に維持管理される。 

③ プロジェクト目標達成のための外部条件 
・訓練を受けた研修講師が継続して研修に従事する。 
・ガーナと第三国（ガンビア、リベリア、シエラレオネ）間の合意内容が維持される。

④ 上位目標達成のための外部条件 
・電力政策における人材育成の重要性に変更がない。 
・研修に必要な予算が割り当てられる。 
・研修受講生が継続して業務に従事する。 

５．評価５項目による評価結果 
下記の視点から評価した結果、協力の実施は適切と判断する。 

（１）妥当性 
本プロジェクトは、以下の点から妥当性は高いと判断される。 
・ ECOWAS では、電力セクター関係者へのキャパシティ・ディベロップメント（Capacity 

Development：CD）が今後必要な支援分野として挙げられている。３（１）に既述の

とおり、ガーナは域内協力を積極的に進めており、配電分野の研修機関として WAPP
に高い評価を受けたことから ECG 研修センターにおいてシエラレオネ、リベリア、

ガンビア向けの研修を実施し、参加研修員から高い評価を得ていることが現地調査で

確認された。本プロジェクトは、このようにガーナが周辺国に対して第三国向け研修

を行うことに対してガーナ側、周辺国側の双方のニーズに合致しており、プロジェク

ト実施の妥当性は高い。 
・ 特に、第三国向け研修の対象となるシエラレオネ、リベリア、ガンビアについては、

３（１）に既述のとおり、各国で求められている人材育成及び配電設備の効率的な

O&M の内容は共通点が多く、本プロジェクトは緊急的な対応として寄与することが

見込まれることから、ガーナにおいて第三国向け研修を実施する妥当性は高い。 
・３（１）に既述のとおり、ガーナ国内では送配電網の整備・増強が進んでいるが、O&M

に関する人材育成はなされておらず、人材育成に関するニーズは高い。 
・効率的な O&M を行うためには、テクニシャン、エンジニア双方の新規採用後の基礎

研修を効率的に行う必要がある。しかし、３（１）に既述のとおり、ECG 研修センタ

ーではテクニシャン研修しか実施されていないため、エンジニア向け研修能力向上を
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拡充していくことは配電分野の能力向上のため適切なアプローチといえる。 
・３（２）、（３）に既述のとおり、ガーナの国家政策上及び、わが国援助政策、JICA 国

別事業展開計画上の位置づけは明確であり整合性がみられる。 
 
（２）有効性 

本プロジェクトは、以下の点から有効性が見込める。 
・本プロジェクトは、ECG 及び第三国のテクニシャン、エンジニアをターゲットグルー

プとし、それぞれが直面する配電設備の O&M の現状や研修ニーズの分析（成果１）、

既存のテクニシャン研修の改善（成果２）、エンジニア研修の新規開発（成果３）、研

修モニタリング・マネジメント体制の強化（成果４）の４つの手段によって ECG 研

修センターの研修能力の強化を図るものである。 
・成果１では、ECG 研修センター講師が対象者のニーズに合致したより効果的な研修プ

ログラムを計画する能力を強化し、成果２では、既存のテクニシャン研修の見直し、

主に研修用資機材の更新、研修内容・教材の更新、研修講師のトレーナーズ・トレー

ニング（Training of Trainers：ToT）を行ったのち、ECG 及び第三国からの研修生に対

して実際に研修を実施することによって、講師の研修実施能力を向上させる。成果３

では、成果１の現状とニーズの把握の下に、エンジニア研修を新たに３コース開発し、

研修に必要な資機材の設置、教材の開発、研修講師の ToT 及び研修実施を通じて研修

実施能力を強化する。成果４は、成果１～３を達成したうえで研修全体をモニタリン

グし、研修用テキストやツールを改善するマネジメント能力の向上を図るもので、こ

れら４つの活動に着実に取り組むことにより有効なプロジェクト実施に結びつくも

のと期待できる。 
・ ECG 研修センターでは、これまで研修講師に対して教授法指導、資格認定などは行っ

ていない。本プロジェクトによる研修を受けた ECG 研修講師や現場エンジニアに対

して、ECG 研修センターによる研修講師として認定を行うことにより優秀な研修講師

による質の高い研修の実施が見込まれる。 
・MOE、ECG、WAPP、第三国向け研修の対象国における関係者などによるプロジェク

トに対する「協力の枠組みの維持」がプロジェクト目標達成のための外部条件となっ

ているが、現時点で関係者のコミットメントは高く、今後もタイムリーに情報共有を

図ることにより関係者の支援を継続して受けていくことが重要である。 
 
（３）効率性 

本プロジェクトは、以下の点から効率性が見込まれる。 
・本プロジェクトの計画は、C/P が既にもっている能力に必要な支援を付け加えるとい

うアプローチを重視し、テクニシャン研修（成果２）については C/P である ECG 研

修センター研修講師が十分な知識と現場経験による技術を有していることから、日本

側の投入は主に設備の整備、資機材の供与のみで効率的に活動を行うことができると

見込まれる。 
・エンジニア研修（成果３）については、要請された７つの研修分野のうち、ECG 及び

第三国向け研修での研修ニーズ、JICA のこれまでの協力実績、日本の進んだ配電設備

や技術の観点から、保護リレー・制御、配電計画と設計の３分野に絞り込み、C/P が

既にもっている能力を更に伸ばしながら効率的に支援を行うために必要最低限の投

入となっている。 
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・３（１）に既述のとおり、ECG 研修センターは過去に WAPP 加盟メンバー向けの研修

プログラムを実施した経験をもち、今回の調査では第三国向け研修が効率的に実施さ

れたことを確認した。本プロジェクではこれらの研修を JICA が引き受けることにな

るが、効率的にプロジェクトの実施を行えることが見込める。 
・日本側より研修用の資機材が投入される計画があるが、機材それぞれの具体的な投入

タイミングについては未定である。投入予定の機材の一部（変電所設備）は発注して

から納品までに十分な時間が必要であるものも含まれるため、プロジェクト開始前に

投入のタイミングを精査する必要がある。 
 
（４）インパクト 

本プロジェクトの実施によるインパクトは、以下のように予測できる。 
・上位目標は、本プロジェクト目標の達成による効果の発現によって配電ロスの低減、

供給停止率の低減を目指している。これらの指標は一般的に電力会社の年次報告書も

しくは関連政策資料に記載されているため、十分に入手可能なものである。 
・本プロジェクトは、配電設備の高度化や規模の拡張に直面するガーナの現場職員を対

象とすることにより、研修に基づいて配電設備の現場で使用される各種マニュアルの

改善、事故及び不具合に対する適切な再発防止対策・処置の実施向上などに寄与する

ことが見込まれる。 
・ ECG には人材育成計画はなくエンジニアに対する研修はオンデマンドで行っている

状態である。本プロジェクトの実施は、エンジニア研修を恒常的に立ち上げるための

導入剤として大きなインパクトを与えるものと想定される。（組織・制度へのインパ

クト） 
・上位目標を達成する外部条件として研修に必要な予算配賦が挙げられるが、ECG の人

材育成に対する問題意識は高く、本プロジェクトによるエンジニア研修実施による導

入インパクトも大きいと見込まれることから、予算配賦が継続的になされる可能性は

高いと思われる。 
・上位目標を達成するためには「訓練を受けた研修講師が継続して研修に従事する」必

要があるが、ECG 研修センターの研修講師及び現エンジニアの離職率は低く、人事異

動サイクルも 10 年と長いスパンであることから、プロジェクト実施中のリスクは比

較的低いと思われる。 
・ガーナ政府は、エネルギー供給は経済成長と貧困削減の双方にとって重要であり、特

に十分で安定した電力供給や、貧困層や女性・子供など弱者の電気に対するアクセス

向上が重要であると認識している。本プロジェクトは、電力セクターにおける技術者

養成のために研修センターの研修能力強化を支援するもので、電力サービスを利用す

る全国民が最終的な受益者であるが、貧困・ジェンダーに関する正のインパクトとし

ては、安定した電力の供給とアクセスの向上が、これまで薪や木炭などの伝統的エネ

ルギーを利用している貧困層・女性にとっては村落地域での貧困削減、生計向上のた

めの 1 つの手段となりうる。特にガーナの女性は、生活維持に必要な薪採集の主な担

い手であること、薪燃料を使用するために室内汚染による健康被害を受けやすいこと

から、女性の家事労働の軽減、生活改善に寄与することが期待される。 
・３（２）に既述のとおり、わが国は、ガーナにおいて地方電化及び配電マスタープラ

ンの策定を実施してきているが、配電設備の O&M に関しては十分に対応できておら

ず、本プロジェクトにより ECG の人材育成能力が強化されることで、より大きな相
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乗効果が見込める。 
・事前評価調査時点では、プロジェクト実施による負のインパクトは想定されない。 

 
（５）自立発展性 

以下の点から、本プロジェクトの自立発展性はおおむね高いと考えられるが、いくつか

の側面については継続的にモニターし、確認していくことが必要である。 
・政策・制度面 

ECG 研修センターは現状でも国内外の電力会社に対して配電分野にかかわる研修

サービスを提供しており、自立発展性は一定程度の期待がもてる。現在、ECG に人材

育成計画はないが、エンジニア研修が開始されることで、人材育成計画の重要性がよ

り明確になっていくことが考えられ、今後は ECG の中核となる技術者の人材育成計

画を作成することに留意する必要がある。 
・組織・財政面 

ECG 研修センターは、研修事業を継続的に実施する組織としての体制を既に備えて

いる。電力会社の研修施設では専任講師を見つけることが大変難しいのが常である

が、同センターでは、現状でも本部を通して現場エンジニアを外部講師として任命し

活用するシステムができており、組織面での自立発展性は一定程度見込まれる。 
財政面について、ECG 研修センターはあくまで ECG 本部内の一部局として位置づ

けられているため、研修センターとしての会計制度は存在しない。しかし、本部から

毎年一定の予算措置とオンデマンドによる社内研修に必要な経費はその都度配分さ

れており、今後も本部からの予算措置は十分に期待できる。 
・技術面 

本プロジェクトの C/P は ECG 研修センターの研修講師と現場エンジニアで構成さ

れ、日本人専門家と協働することによって移転された技術はモニタリング、フィード

バックを繰り返すことによって普及されていくため、技術面の普及は確保できるもの

と見込まれる。ECG 研修センターの自立発展性のためには、プロジェクト実施段階及

び終了後の、エンジニア間及びエンジニアからテクニシャンへの組織内での技術移転

が必須であるが、プロジェクトではベテランの現場エンジニアとセンター講師を組み

合わせて効率的に行うこととなっており、終了後の技術面の自立発展性を期待するこ

とができる。 
また、プロジェクトで作成されるエンジニア研修シラバス、カリキュラム、ツール

は、活動のなかでモニタリングを重ねて改訂されることとなっており、ECG 研修セン

ターのマネジメント能力の向上に伴い、プロジェクト終了後もこれらの成果物を ECG
自身で活用することは十分に期待できる。 

６．貧困・ジェンダー・環境等への配慮 
（１）貧困・ジェンダー 

本プロジェクト実施による貧困層や女性に対する負のインパクトが懸念されるような

配慮事項はみあたらない。 
 
（２）環境 

本プロジェクトでは、日本側が研修用変電所設備の供与を行うため、これに伴い既存の

研修用 11kV 変電所設備（故障のため機能不全）の解体、建屋の建設、33kV 配電線の引き

込み工事を C/P が行う予定である。なお、設置場所は ECG 研修センター敷地内の研修用
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フィールドにあり、周辺民家及び建物とは離れていることから環境面、社会面ともに影響

は少ないものと考えられる。ただし、ガーナのエネルギーセクターガイドラインによれば、

既存変電所設備の解体、新規建屋の建設及び配電線の引き込みについては環境保護庁への

登録が必要となるので、C/P がこれらの環境に関する関連法規・ガイドラインに従って十

分に配慮するよう支援を行う。 
７．過去の類似案件からの教訓の活用 

過去の電力分野の技術協力プロジェクト案件より、特に自立発展性を重視してプロジェクト

を計画すること、また、JICA が相手国側に任せる部分を具体的に明確化してプロジェクトを計

画することの２点が重要な教訓として挙げられる。本プロジェクトでは、テクニシャン研修や

一部のエンジニア研修など、既にガーナ側がもっている研修能力を明確にしたうえで JICA 側

の投入を検討するなど、プロジェクトの基本計画の形成にこれらの教訓を活用した。 
８．今後の評価計画 

・2012 年５月 中間レビュー 
・2013 年５月 終了時評価 
・2016 年 事後評価（予定） 
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第１章 調査の概要 
 
１－１ 調査背景 

ガーナ共和国（以下、「ガーナ」）は電化率 66％（2009 年）を有し、サブサハラアフリカで３番

目に高い電化率を達成している国である。ガーナ政府は「Ghana Vision 2020」で電力供給を最優

先課題として位置づけ、国家エネルギー政策（National Energy Policy）（2010 年２月）において、

2020 年までに電化率 100％（500 人以上の村落）を目指している。また、これまで実施された国

家電力計画（National Electricity Scheme：NES）や自立電化計画（Self-Help Electricity Plan：SHEP）
を引き継ぐ形で、エネルギーセクター戦略・開発計画（Energy Sector Strategy and Development Plan）
を 2010 年２月に策定した。この計画では、新たな電源開発に加えて送配電網レベルの増強を優先

政策の１つとし、2015 年までにシステムロス率を 25％から 18％に減少させるという目標の下、

配電網の改善・近代化が進められている。 
ガーナの配電については、北部４州の配電をボルタ河北部地域配電公社（Volta River Authority - 

Northern Electricity Department：VRA-NED）、南部６州の配電をガーナ電力公社（Electricity Company 
of Ghana：ECG）が担っている。技術研修については、VRA-NED は親会社であるボルタ河公社

（VRA）が所有する研修施設で研修を実施しているが、発電関連のプログラムが多く、配電に係

る研修規模は大きくない。他方、ECG は独自の研修センターにおいて電気系の技術研修を実施し

ており、毎年 40 名ほどの新人技術者及び新人研修を受けていない既採用の技術者のための配電技

術に関する研修を行っている。ECG は毎年 VRA-NED の配電技術者に対しても研修を実施してお

り、その他近隣諸国から技術者を招き、研修を実施した経験もある。 
ECG 研修センターは電力設備運転シミュレーター等、電力系統の構造、系統保護設備を理解す

るうえで非常に有効なシステムを有しているが、設備は老朽化し、質、量ともに不十分であり、

施設の更新が必要である。また、カリキュラム整備、研修員の能力に見合った研修コースの策定、

実施、また適切な域内連係及び西アフリカパワープール（West Africa Power Pool：WAPP1）を進

めていくうえで必要となる補強を行い、電力技術者の育成体制を整える。 
サブサハラアフリカでの電力技術者向けの研修設備、内容が整っているガーナにおいてその体

制を強化することは、ガーナ国内だけではなく、他国の電化率向上及び将来的には域内連係にも

寄与する。ECG もその知識とスキルを近隣諸国の技術者と共有し、域内の電力供給安定に寄与し

たいということから、今般ガーナより技術協力プロジェクトの要請が出された。 
 
１－２ 調査目的 

（１）案件立ち上げを目指して、関連機関との調整及び情報収集を行うとともに、協力の基本計

画〔討議議事録（Record of Discussions：R/D）案、プロジェクト・デザイン・マトリックス

（Project Design Matrix：PDM）案など〕について、先方と協議議事録（Minutes of Meeting：
M/M）で確認する。 

（２）プロジェクト実施の妥当性確認のため、評価５項目の視点で評価を行う。 

                                                        
1 西アフリカ諸国経済共同体（Economic Community of West African States：ECOWAS）加盟国のエネルギー相互補完を目的とし、
2000 年 10 月に加盟国間で覚書（Memorandum of Understanding：MOU）が締結され、ECOWAS により設立された。ベナン国
コトヌに本部を置く。コートジボワール、ガーナ、トーゴ、ナイジェリア、ニジェール、ブルキナファソ、ベナン、マリ、
セネガル、ギニア、ギニアビサウ、ガンビア、リベリア、シエラレオネの各国電力公社が参加している。 
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１－３ 団員構成 

 氏名 担当分野 所  属 

１ 山内 邦裕 総括 JICA ガーナ事務所 所長 

２ 丹羽 顕 電力政策 JICA 国際協力専門員 

３ 田中 幸成 協力企画 JICA ガーナ事務所 所員 

４ 渡辺 真哉 配変電技術 株式会社 井上エンジニアリング 

５ 中村 美都子 評価分析 国際航業株式会社 

 
１－４ 調査日程（2010 年８月 28 日～９月 26 日） 

Mr. Yamauchi
Leader

Mr. Niwa
Power Policy

Mr. Tanaka
Coorperation

Planning

Mr. Shinya
WATANABE
Distribution
Technology

Ms. Mitsuko
NAKAMURA

Evaluation Analysis

Aug. 28 Sat Dep. Narita

Aug. 29 Sun Arr. Accra

Aug. 30 Mon

Aug. 31 Tue

Sep. 1 Wed

Sep. 2 Thu

Sep. 3 Fri

Sep. 4 Sat

Sep. 5 Sun

Sep. 6 Mon

Sep. 7 Tue

Sep. 9 Thu

Sep. 10 Fri

Sep. 11 Sat

Sep. 12 Sun

Sep. 13 Mon

Sep. 14 Tue

Sep. 15 Wed

Sep. 16 Thu

1730 Dep. Accra

Sep. 18 Sat Additional Survey 0550 Arr. Dubai

Sep. 19 Sun 2050 Dep. Accra Additional Survey 1800 Arr. Narita

Sep. 20 Mon 0530 Arr. Nairobi Additional Survey

Sep. 21 Tue Additional Survey

Sep. 22 Wed Additional Survey

Sep. 23 Thu Additional Survey

Sep. 24 Fri 1000 JICA

Sep. 25 Sat 0550 Arr. Dubai

Sep. 26 Sun 1800 Arr. Narita

0900 Red light Substation, Bushrod power station, Congo Town sub-station

0930 Meeting with human resource department of LEC HQ
1100 Meeting with engineers and technicians for distribution, WAPP ex-participants
1400 Meeting with Primary/Secondary Substation, Bulk Supply Point

AM Preparation of M/M
1500 Meeting with MoEn and ECG @ MoEn Conference Room

Sep. 8 Wed

2140 Dep. Narita, 0330 Arr. Dubai(EK319)

0730 Dep. Dubai, 1200 Arr. Accra(EK787)

JICA Consultant

1000 Signing of M/M

1000 Report to EOJ

1000 JICA, 1730 Dep. Accra

0900 JICA
1030 EOJ
1400 MOFEP
1530 MOE

0900 Meeting with Director of Human Resource Department, ECG HQ
1310 Dep. Accra (KQ510) to Freetown
1530 Arr. Freetown

1310 Dep. Accra to Monrovia (KQ508)
1510 Arr. Monrovia

0900 Courtesy call to NPA HQ
0930 meeting with human resource department of NPA HQ
1100 meeting with WAPP ex-participants

0900 Field visit of Primary/Secondary Substation, Bulk Supply Point, construction
and maintenance sites of distribution
1700 Meeting with Ministry of Energy and Water Resources

Internal Meeting
1730 Dep. Freetown to Accra (KQ511)
1950 Arr. Accra

Sep. 17 Fri

Preparation of M/M

0800 Discussion with ECG
Deadline of the draft M/M submission

0930 Meeting with Ministry of Lands, Mines and Energy
1335 Dep. Monrovia to Accra (VK806)
1525 Arr. Accra

0800 TV meeting with JICA HQ
PM Internal Meeting

Internal Meeting

Internal Meeting

0930 Field survey of Primary/Secondary Substation, BSP)
1400 Discussion with ECG

0930 Meeting with WAPP (Mr. Igor)
1100 Discussion with ECG training center (including interview to lecturers)
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１－５ 主要面談者 

（１）エネルギー省（Ministry of Energy：MOE） 
Mr. Okyere-Darko Ababio Ag. Chief Director 
Mr. Joseph Amakyi Ag. Director of Power 
Mr. Solomon Adjetey Deputy Director of Power 
Mr. Wisdom Togobo Head of Renewable Energy Unit 

 
（２）Ministry of Finance and Economic Planning 

Mr. Yaw Okyere-Nyako Ag. Director, GRM-Bilateral 
Mr. Samuel Abu-Bonsrah Head of Japan, China and South Korea Desk, ERM Division 

 
（３）ECG 

＜Headquarter＞ 
Mr. Cephas Gakpo Managing Director 
Mr. Godfried Kyeremateng Director of Human Resources 
Mr. Rodnell B. Bilson Electrical Engineer, Protection and Control 
Mr. Victor Agbeko Assistant Electrical Engineer, Planning 
Mr. Okai Ababio Armstrong Assistant Electrical Engineer, System Planning 
Dr. K. Obu-Cann Sectional Manager, Supervisor system 
Mr. Daniel Afotey Odai Chief Work Superintendent of Operation 
Mr. David E. Ezalator Maintenance Manager 
Mr. Godfred Mensah Sectional Manager, Protection & Application 
＜研修センター（Training Centre）＞ 
Mr. Robert V. Sarpong Principal 
Mr. George Yaw Marfo Sectional Manager of Technical Training 
Mr. Isaac K. Nukpezah Technical Instructor（Substation） 
Mr. Michael Quarshie Technical Instructor（Distribution） 
Mr. Samuel Andoh Technical Instructor（Overhead lines） 
Mr. Vivor Gershon Marlet Technical Instructor（Overhead lines & underground cable） 

 
（４）エネルギー・水資源省（Ministry of Energy and Water Resources：MOER）（Sierra Leone） 

Hon. Ogunlade R. Davidson Minister 
 
（５）シエラレオネ電力庁（National Power Authority：NPA）（Sierra Leone） 

Dr. Zubairu A. Kaloko General Manager 
Ms. Edleen B. Elba Human Resource Manager 
Mr. Alhaji Timbo Manager（T & D） 
Mr. Tajn Aziz Chief Superintendent 
Mr. Edward Lavaly S.E. Superintendent 
Mr. Edward Parkinson Electric Engineer 
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Mr. Simeon S. Koroma Superintendent 
Mr. James F. Kargbo Electrical Superintendent 
Mr. Allieu Turay Superintendent（System Control） 
Mr. Osman Sylvester Koroma Assistant Superintendent 
Mr. John F. Dumbuya Chief Electrical Superintendent 
Mr. Cecil French Procurement Manager 
Mr. Foday Kamara Electrical Superintendent 
Mr. Santigie Bangura Electrical Superintendent 
Mr. Issa Bangura Electrical Superintendent 
Mr. John L. King Electrical Superintendent 
Mr. Fomba Koroma Senior Electrician 
Mr. Anthony Charley Electrical Superintendent 

 
（６）土地鉱物エネルギー省（Ministry of Lands, Mines and Energy：MLME） 

Mr. John C. Nylander Deputy Minister 
Mr. Beauford Weeks Assistant Minister 
Mr. Rufus Tarnue Director of Energy 

 
（７）リベリア電力公社（Liberia Electricity Corporation：LEC） 

Mr. Shahid Mohammad Chief Executive Officer 
Mr. Varmunyah F. Sherif Executive Director（Administration, HR & Legal Services） 
Eng. Joseph K. Gathuru Executive Director（Planning Design & Project） 
Mr. Joseph T. Mayah Managing Director （ Corporate Planning & Performance 

Monitoring） 
Mr. Andrew K. Dean General Manager（Distribution & Customer Services） 
Mr. Victor L. Gray Operation Engineer 
Mr. Joseph M. Hilton Substation Engineer 
Mr. Jacob L. Dukuly Planning Engineer 
Mr. Andrew K. Den O & M（distribution） 
Mr. Mayango Koigan Electrical Engineer, Planning Department 
Mr. Kpalloe S. Fassah Electrical Engineer, Corporate Planning Department 

 
（８）WAPP Secretariate 

Mr. Igor Zakharov  Technical Assistant, WAPP 
Mr. Sylla Mamadou A. Head of Administration Section, WAPP 
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第２章 協議の概要 
 
２－１ 対処方針に基づく確認結果 

（１）名称変更 
以下のとおり、名称の変更を行うことで相手国側と合意した。 

＜変更前＞ 
和名：西アフリカ諸国電気技術者養成プロジェクト 
英名：The Project on Capacity Development for Electric Engineers in West African Countries 
＜変更後＞ 
和名：アフリカ諸国電力技術者養成プロジェクト 
英名：The Project on Electrical Engineers Training for African Countries（EETA） 

 
（２）プロジェクトのスコープ 

本プロジェクトでは、配電システム維持管理に係る ECG の研修能力を強化するものであ

り、その対象としては、ECG だけでなく第三国も含めることとする。具体的には、シエラレ

オネの NPA、リベリアの LEC、ガンビアの国家水・電力公社（National Water and Electricity 
Company Ltd.：NAWEC）である。対処方針では、ルワンダについても対象とすることを検討

していたが、域内協力の観点から西アフリカ諸国の英語圏に絞ることで先方と合意した。 
 
（３）域内協力 

ガーナは NEPAD 及び ECOWAS のメンバー国となっており、域内の発展に協力する責務を

負っている。そのため、域内のほかの国々に対し、ECG 研修センターを通じた配電分野の研

修を実施することは妥当かつ有効である。 
 
（４）プロジェクト期間 

プロジェクト期間は、３年間で先方と合意した。開始日については、R/D に沿って派遣さ

れた日本人専門家が最初に到着した日からとする。 
 
（５）関係機関の役割と責任 

プロジェクトの実施に関し、MOE は監督機関、ECG は実施機関とすることで先方と合意

した。また、それぞれの機関の役割と責任は以下のとおり。 
１）MOE 

プロジェクトの実施にあたり、R／D 締結後直ちに、各国（ガンビア、シエラレオネ、

リベリア）と MOU を締結する。 
２）ECG 

ECG はプロジェクト実施に係るスケジュール管理、研修員の受入、講師の確保など日常

業務及び監理を行う。第三国向け研修については、ECG が責任をもって講師を確保する。

また、特にガンビアについては JICA 事務所がないため、WAPP の協力を得て、研修員の

選定を行う。 
ECG は、33kV 変電所の機材に関し、その設計、調達、据え付けにおいて必要な情報を
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日本側に提供する。研修用 33kV 変電所の導入について、建屋の建設及び既存 33kV 配電線

から研修センターへの引き込みについては、ECG が責任をもって行う。 
３）研修員を派遣する各国電力公社 

各電力公社は今回プロジェクトで実施される研修プログラムに合致する適切な人材を派

遣する。交通費（航空券代）及び保険については、派遣元が負担する。 
４）JICA 

JICA は、R/D 案に記載があるとおり専門家の派遣、機材の供与、本邦研修を行う。 
 
（６）プロジェクト骨子 

MOE 及び ECG との協議を通じて、プロジェクトの骨子となる PDM 及び活動計画（Plan of 
Operations：PO）を作成した（付属資料２．M/M 参照）。また、プロジェクト管理の観点から

今後、ツールとして PDM と PO を使用する。 
PDM 及び PO は、プロジェクトの進捗状況に応じて、必要に際し変更されるものである。 

 
（７）業務出張に係る日当、宿泊費（付属資料２．M/M 参照） 

国内出張及び海外出張に係るカウンターパート（Counterpart：C/P）の日当、宿泊費につい

て、ドナー基準に従って支払うことで合意を得た。不足分については、ECG 自らがトップア

ップを行う。 
 
（８）執務室及び執務環境の整備 

JICA から派遣される専門家に対し、ECG は執務室を提供する。 
 
（９）WAPP との調整 

WAPP が 2010 年４～６月に実施した配電分野人材育成研修について、シエラレオネ及びリ

ベリアの帰国研修員から、その研修内容について満足しているものの、時間不足であること

が指摘された。また、研修項目のいくつかについては更なる技術強化の要望が確認された。

これらを踏まえ、JICA が引き続き、ECG を核として配電分野の人材育成を実施していくこ

とについて関係機関との間で基本的な合意が得られた。 
一方で、WAPP とのかかわりについては、JICA が WAPP と協力協定を締結するのではなく、

シエラレオネ及びリベリアについては JICA のフィールドオフィスを通じて側面支援を得る

こととし、ECG は必要に応じて、特にガンビアとの調整について WAPP からの支援を得るこ

ととした。 
 
２－２ 調査団所感 

（１）技術移転の内容について 
本プロジェクトは活動主体を ECG の研修能力強化とし、その成果として ECG の設備維持

管理向上への寄与と第三国向け研修の実施による西アフリカ諸国向け技術支援を位置づけて

いる。設備高度化や規模拡張に向け発展著しいガーナにあって、配電の更なる効率化や信頼

性向上のために ECG 全体における運転維持管理（Operation and Maintenance：O&M）能力強

化を図っていく必要があり、新人研修やオンザジョブ・トレーニング（On-the-Job Training：



－7－ 

OJT）の補完研修といった集合研修の体系化を考えなければならない時期にある。 
ECG ではテクニシャンの新人研修は行われるが、配属後の OJT の補完研修や職制別研修は

ない。一方、エンジニアは採用後すぐに配属されるため効果的な OJT 教育を受けられる環境

にないなど、ECG における集合研修体制はいまだに未熟である。新型装置やシステムのスキ

ルアップ研修に関しては、ECG 運転管理本部や計画本部主催による数日単位のセミナーに限

られており実務で実践するには不十分な内容やレベルにとどまっている。 
本邦電力会社の研修センターでは通常、入社１年目から年ごとに職制別研修や配電専門技

術研修を行って時代の変化に対応した配電知識・技術・技能の向上の機会を与える配電部門

の集合研修体系化がなされている。ECG にとり将来的には集合研修体系化が必要となること

を踏まえつつ、JICA の協力は ECG 研修センターを対象に技術移転を行うもので、最もニー

ズの高い新人テクニシャン研修の整備強化とエンジニア研修コースの開発支援のために専門

家派遣と資機材供与並びに本邦研修を行うものである。同時に、国内向け並びに周辺国向け

研修の実施指導やモニターを通じて研修センターが ECG の技能・技術集合研修の場としてふ

さわしい地位を占められるよう後押しを行うこととしている。 
 
（２）周辺国向け研修について 

本プロジェクトで実施する西アフリカ諸国向け研修は、WAPP が 2010 年４～６月に行った

シエラレオネ、リベリア、ガンビア向け配電研修を 2011 年度からの３年間について JICA が

引き受ける形となる。 
これらの国々は長い内戦による深刻な影響を受けており、シエラレオネは 33kV 配電網整

備が内戦により中断したまま長年月放置されたため、既設の 11kV 設備だけでは現状の旺盛

な電力需要の伸びに追い付かない。また、設備の老朽化に伴う故障・事故の多発によって配

電の現場は繁忙を極めている。今後すぐにも再開予定の 33kV 整備の工事管理や運開後の維

持管理において要求される知識や技術・技能を習得する機会も限られている状況にある。ま

た、設備そのものが破壊され、人材がすべて流出したリベリアにおいては、内戦前の電力供

給の 20％弱のレベルに達したのみで、今後とも復興支援として電源や送配電設備の整備とあ

らゆる面での人材育成が急がれる。 
ガンビアの事情もほぼ同様と伺っており、西アフリカ諸国における配電分野の人材育成ニ

ーズにおける特徴は新型装置から旧来設備の O&M といった広範囲となることや対象人数の

多さにある。現在、これらの国では人材育成計画策定を検討中で、近い将来には国内研修実

施体制の整備へ重点が移ってくるものと思料される。したがって、JICA の ECG 研修では研

修帰国後に現場で指導的役割を担うエンジニアやシニアテクニシャンを対象に、いわゆる

ToT 研修を基本として各国の事情に適った投入とすることを考えている。 
WAPP 事務局とは、第三国向け研修における教訓や課題並びに周辺国ニーズの動向につい

て情報の共有を図りつつ双方協力の相乗効果発現のための環境づくりに協力することを確認

しており、JICA としては本プロジェクトの自立発展性の体制づくりの一環として WAPP と

の関係を活用することがふさわしいと位置づけている。 
 
（３）ECG 研修センターでの研修コース開発について 

ECG 研修センターは新人技能者（テクニシャン）を対象とする配電実務研修（期間１年間）
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に毎年 40 名程度を恒常的に受け入れており、今後段階的に人数を 50 名、60 名に増やしてい

く計画がある。また、VRA-NED やガーナ送電公社（Ghana Grid Company：GRIDCo）等国内

向け研修の実績に加えて、2010 年度は、WAPP 研修を実施しており本プロジェクトの C/P と

してのベースは具備されている。しかしながら、エンジニア向け研修については、WAPP 教

材を確認した限り、保護装置（Protection）研修コースは各種装置の動作・仕様についての座

学が中心で保護継電装置についての実務研修が含まれないなどの課題がある。既存の系統シ

ミュレーター（Power System Simulator）の有効活用により保護協調の実務研修を取り入れる

などの改善点が指摘される。 
これまでオンデマンドで行われた研修でも同様と考えられ、エンジニア向け研修は設備現

場のニーズに応えた研修内容とはいい難いレベルにあるためエンジニア向け研修コースの開

発は ECG 研修の現状や改善点の洗い出しを行ったうえで目標を定め、C/P の自主性を発揮さ

せる環境を整える必要がある。本邦研修や関連資機材の整備状況も考慮して研修シラバスや

教材の整備を段階的に進めることを予定している。 
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第３章 電力技術者養成の現状と課題 
 
３－１ 電力セクター概況 

（１）ガーナの電力事情 
１）ガーナの電力系統 

① 発電を VRA が担当し、14.7kV の発電電圧を 161kV に昇圧し、送電を GRIDCo が担当

して変電所（Bulk Supply Point：BSP）で 161kV から 33kV に降圧し、配電を ECG が担当

している。 
② ECG の配電系統標準は、周波数が 50Hz、電圧は以下のとおり。 

33kV 系統 公称 33kV、最大 36kV 
11kV 系統 公称 11kV、最大 12kV 
低圧系統 433／250V、最大 438／253V、最小 358／207V 

③ 系統関連設備数として、BSPs 26 カ所、33／11kV 変電所 81 カ所、需要家変電設備 8,263
カ所である。 
④ ピーク負荷は 1081.16MW（前期 1059.25MW）で、2.1％上昇している。システムロスは、

2003 年から 2008 年の６年間で 24.03～26.54％の間を推移している。 
⑤ 設備調査 

調査期間中、アクラ近郊の ECG が所有する施設の一部を視察した。各施設の状況につい

ては以下のとおり。 
a） Station-B Tema 変電所（33／11kV） 

33kV 側は AREVA 製の更新された変電盤を設置し、遮断器は SF６型を使用してい

る。11kV 側は TAMCO 製の変電盤（８フィーダー）が設置されていた。これらのほか

にバッテリー室があり、構内電柱に力率改善用コンデンサ（切替えなし、固定容量）

が設けられている。 
b） 161kV Substation“H”（Tema） 

33kV 側は新しく導入された AREVA 製の変電盤が並んでおり、遮断器は SF６型を

使用している。２階には現在導入されている Accra、Tema の監視制御システム

（Supervisory Control And Data Acquisition：SCADA）の移設及び、全国を対象とした

National SCADA を導入するためのスペースが確保されている。National SCADA の導

入時期については未定である。 
c） Tema Regional Office 

ABB 社製の SCADA が導入されており、オペレータ２人、モニター各２台で管理を

行っていた。訪問時にはソフトウェアの不調でシステム停止中であり、その復旧作業

を行っていた。なお、変電所と SCADA 親局とのデータ伝送には、UHF Radio System
による伝送方式を使用している。 

d） Station-G 変電所内 SCADA（Accra） 
ABB 社製の SCADA が 2004 年に導入され、オペレータ２人が対応している。土日

の休みはなく、毎日８～18 時の勤務だが、夜勤などのシフト勤務はない。ここでは、

Accra 地域の 33／11kV 変電所の全 26 カ所を監視制御している。なお、万一の場合、

Tema 地域の変電所の状態もこのステーションから監視することが可能である。 
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データ記憶システムは２系列あり、応用ソフト管理サーバが設置されている。改良

やバグがあった際、この管理サーバで確認を行い、Accra、Tema の SCADA のソフト

を更新することが可能である。 
監視データは、各変電所の遮断器の入／切状態、T：Test position、S：Service position、

L：Local mode、やアナログ値：V、I、などであり、また指令操作として、遮断器の開

／閉、変圧器タップの上げ／下げがある。 
監視室正面左右の壁に、CAD 印刷の配電系統図が計 21 枚程度貼り出されており、

各配電系統図上には、系統接続状態を示す虫ピンが所々刺されており（赤ピン：閉、

緑ピン：開（ノーマル）、黒ピン：故障）、SCADA によるデジタル監視に加え、アナ

ログによる監理も同時に行っている。 
 

２）ECG の組織 
① ECG の組織図を図３－１に示す。 
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図３－１ ECG 組織図 
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② また、ECG 研修センターの組織図を図３－２に示す。 

PRINCIPAL

SM/ADMIN

1 - ACCTS. OFFICER 1 - MATRON1 - LIBRARIAN

5 - SECURITYMEN

1 - STENOGRAPHER

5 - COOKS

3 – PANTRY 
HANDS1 - C/TYPIST

2 - DRIVERS

4-HOSTEL 
STAFF(24-HOUR 

SHIFT)

1 - HR/OFFICER

1 - ADMIN. ASST

1 - STOREMAN

2- GEN. 
WORKERS

1 - W/SHOP 
ASST.

6 - TECH. 
INSTRUCTOR

SM/TECH

 
図３－２ ECG 研修センター組織図 

 
３）故障情報 

① 2010 年第２四半期の停電時間は、37.60 時間で、2010 年第１四半期の 10.78 時間に比較

して 249％上昇している。主な原因は、架空線と地下ケーブルに起因するものと思料され

る。 
ちなみに、この１四半期当たり停電時間（平均）は、地方部で 27.07 時間、都市部で 10.53

時間。なお、アクラ近郊の各地方部、都市部の状況は以下のとおり。 
・Accra West（Region） 0.10 時間（地方部）、7.00 時間（都市部） 
・Accra East（Region） 3.20 時間（地方部）、3.60 時間（都市部） 
・Tema（Region） 4.02 時間（地方部）、4.95 時間（都市部） 

② 配電用トランスの故障が 23 件（前期 11 件、前々期 31 件）、システム外乱が 1,072 件

を記録。なお、配電用トランス故障の原因は、絶縁破壊・不良が７件、落雷が５件、高圧

側短絡が２件、低圧側短絡が１件、水進入が１件、回路開放が１件、高圧側ブッシング破

壊が１件、高圧側巻線不良が１件、その他が２件に不明が２件である。 
③ 前記故障の対応には、計 10 地域に置かれた Regional Office の保守部門があたっている。 

 
（２）シエラレオネの電力事情 

１）シエラレオネの電力系統 
① NPA の電圧階級として、33kV、11kV、440V、220～240V がある。 
② 各変電所間は、11kV の送電線で接続されているが、現在、下記変電所間を 33kV の送

電線で新たに接続する工事（世銀）が進行中である。 
・Wilberforce Substation 
・Kingtom Substation 
・Blackhall Road Substation 
・Wellington Substation 
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③ 設備調査 
a） Falconbridge 変電所 

送配電（Transmission and Distribution：T&D）マネジャーの事務室があり、保守部門

のスタッフが駐在している。 
・CAD システムはおろか PC もなく、系統図の更新ができない。 
・メンテナンス用車両として、トラック１台、壊れたフォルトロケータ搭載車１台、

故障処理に出向くためのはしごを搭載したレンタカー１台が車両のすべてであ

る。 
・事故記録は、ユーザーからの電話を受けてノートに筆記している。事故記録ノー

トより１例（件数のみ）を以下の表に示す。ノート左ページに事故内容、発生年

月日、右ページに対処日、対処内容を記載している。 
 

表３－１ 事故記録 

年月日 2010 年８月 30 日 2010 年８月 31 日 2010 年９月１日 

件数 24 27 32 

 
・変電所のメンテナンス予定は、事故が多くて立てられない。 
・マネジャーである Mr. Timbo の一日の業務は 08：00～20：00 を変電所オフィスで

働き、自宅に携帯とトランシーバを持ち帰り、事故に対する指示を出す毎日であ

る。 
・構内に壊れたトランス、空ドラム等が点在している。 
・2011 年３月に 33kV 系統導入を予定している。 

b） Blackhall 発電所 
・16.5MW×２台 BADEA の支援によって建設中である。 
・新設トランス盤にはタップ制御のみで、コンデンサー制御はない。 

c） Kingtom 発電所及び Control Centre 
・JICA によって５MW×２台の発電機が導入されている。 
・変電所での直流電源が故障しており、停電事故発生時に遮断できず、発電所での

遮断に波及し停電範囲が拡大する。 
・力率 0.8 出力基準であるが、配電線末端では力率が低い。しかしながら、力率が

低下する原因となる需要設備をユーザーが使用していたとしてもユーザーがペナ

ルティを払う制度はない。 
・総需要曲線データは作成されていない。 

 
２）NPA の組織 

発電部門と送電・配電部門とに分け、総人数を表３－２及び表３－３に示す。 
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表３－２ 発電部門 

担当 運用 機械・保守 電気保守 発電以外 計 

人数 13 32 ６ 15 66 

 
表３－３ 送電・配電部門 

運用 保守  
担当 故障

待機 
負荷

分担 
需要家サ

ービス 
敷地組

付け 
地下ケ

ーブル

架空

線 
変電

所 
予防

保守 

 
その他 

 
計 

人数 25 32 ６ 12 23 21 18 17 ６ 160 

 
３）故障情報 

① 故障は数多く、数え切れない。運開後 30 年を超えており、スイッチギアやパネルの暴

発もある。 
② 事故記録（2009 年６月 24 日付け１カ月分報告より） 

a） システム故障（原因すぐ特定） 
 

表３－４ システム故障内容 

No. 故障内容 件数 

a. ６月に報告された故障 441 

b. 部分的故障 84 

c. 軽故障 141 

d. 電柱上のスパーク 60 

e. 電線切断 82 

f. 街灯がほの暗い 32 

g. 電源装置 42 

h. 電柱倒壊 15 

i. 電柱傾斜 18 

j. 街灯の明るさ変動 54 

k. 電線のたわみ 25 

 
b） 地下ケーブル部門 

・HV 故障 12 件 
・LV 故障 ４件 

c） 架空配電線部門 
・架空配電線での高引張り故障 101 件 

d） 変電所設備部門 
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・変圧器や HV、LV 地下ケーブルの交換、架空線や変電所の清掃、LV 配電盤の修

理、スイッチギアの交換、シリカゲルの交換が必要となっている。 
e） 予防保守部門 

・架空線故障に注意を払うため、倒木の除去、生い茂った木の切断、架空線の間隔

を取ること、木柱の位置の決め直し、変電所の清掃、架空線の移転、倒れた木柱

や短く切った木柱、腐った木柱や倒れた木柱の交換、電柱を真っすぐに直すこと、

切れた電線を交換すること。 
 
（３）リベリアの電力事情 

１）リベリアの電力系統 
① 現在、LEC は送電線網をもたない。しかし、22kV 及び 400／230V の配電線網をもつ。

サービス地域は４つあり、電線長は表３－５のとおり。 
 

表３－５ 電線長 

サービス地域 22kV（km） 400／230V（km） 

Congo Town ６ 11 

Kru Town ９ ９ 

Paynesville Red Light ９ ９ 

Bushrod Island ３ ６ 

計 27（km） 35（km） 

 
② 発電容量 

現在、発電容量は、9.64MW であり、サービス地域ごとに表３－６のとおり。 
 

表３－６ 発電容量 

サービス地域 発電容量（MW） 

Congo Town 2.0 

Kru Town 5.0 

Paynesville Red Light 0.64 

Bushrod Island 2.0 

計 9.64（MW） 

 
③ 設備調査 

a） Congo Town 
・435kW×２台（EU 援助）の発電機が運用中である。 
・別の２台の発電機は、運用されていない。 

b） Kru Town（LEC HQ） 
・１MW×５台の発電機が運用されている。 
・Kru Town 配電２回線長は、計 22km である。 
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・盗電を防ぐため、電柱に電力メータ（400V3φ、230V1φ）の取付作業を展開中で

ある。人目につくところに設置することにより、監視機能を有している。 
・電力ロスは 30～40％となっている。 
・変電所にコンデンサーの設置はなく、電圧制御はタップ変更のみである。 

c） Paynesville Red Light 
・320kW×２台の発電機が設置されているが、運用停止中である。 
・将来、225kV 系統と連系予定である。 

d） Bushrod Island 
・１MW×２台の発電機（ノルウェー援助）を運用中である。 
・内戦前に導入された発電所及び発電機（JICA 援助）は内戦中に盗難に遭い、建屋

と基礎のみとなっている。 
 

２）LEC の組織 
LEC の組織図を図３－３に示す。 
 

Chief Executive Office

MD Corporate Planning & 
Performance Monitoring

Audit
Fraud Control & Corporation 

Investigation

Executive Director 
Planning Design & 

Projects

Chief Finance 
Office

Executive 
Director 

Administration, 
HR & Legal 

Service

Executive 
Director 

Distribution, 
Customer 
Service & 

Procurement

Sr Generation 
Manager

Generation 
Manager

General 
Manager 

Distribution, 
Customer 
Service & 

Procurement

Work Planning 
& Design 
Manager

Comptroller

Accounts

IT Manager

HR& 
Development

Public 
Relation

Legal Service

General 
Services & 

Security

Training 
Department

T & D 
Manager

New Services

Technical 
Support 
Service

Commercial 
Technical

Commercial 
General

Procurement

Warehouse

Chief Executive Office

MD Corporate Planning & 
Performance Monitoring

Audit
Fraud Control & Corporation 

Investigation

Executive Director 
Planning Design & 

Projects

Chief Finance 
Office

Executive 
Director 

Administration, 
HR & Legal 

Service

Executive 
Director 

Distribution, 
Customer 
Service & 

Procurement

Sr Generation 
Manager

Generation 
Manager

General 
Manager 

Distribution, 
Customer 
Service & 

Procurement

Work Planning 
& Design 
Manager

Comptroller

Accounts

IT Manager

HR& 
Development

Public 
Relation

Legal Service

General 
Services & 

Security

Training 
Department

T & D 
Manager

New Services

Technical 
Support 
Service

Commercial 
Technical

Commercial 
General

Procurement

Warehouse

 

図３－３ LEC の組織図 
 

３）故障情報 
１カ月当たり配電トランスごとのデータを更に集計し、表３－７に示す。 
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表３－７ 故障内容 

Zone Feeder Transformer 
Station 
（箇所） 

Power 
Interruption
（回） 

Outage 
Duration 
（min） 

トランス１カ

所 当 り 停 電

（回） 

トランス１カ所

当 り 停 電 時 間

（min） 
J.F.K 19 

 
170 6,939 8.9 365.2 

（≒6H） 
Congo 
Town 

Catholic ９ 163（233） 2,871 18.1 319 

（≒5.3H） 
Water & 
City 

９ 37 660 4.1 73.3 
（≒1.2H） 

Kru Town 

Mamba 
Point 

８ 112 6,718 14 839.8 
（≒14H） 

Duala ４ 40 5,572 10 1393 

（≒23.2H） 
Bushrod 

Port ３ 38 4,568 12.7 1522.7 
（≒25.4H） 

Elwa ２ 22 656 11 328 

（≒5.5H） 
Paynesville 

Red Light ４ 47 1,582 11.8 395.5 
（≒6.6H） 

総計（１月当たり） 58 629 29,566 10.8 509.8 
（≒8.5H） 

年間推定 696 7,548 354,792 
≒5,913.2H 
≒246.4 日間 

- - 
 

 
３－２ 配変電分野における技術者養成に係る現状と課題 

（１）ガーナ：ECG 研修センター 
１）配電設備 O&M における問題点 

① 頻発する変圧器故障 
② 不適切な配電線工事（孫請け工事） 
③ 年数の経過した配電機器 

２）ECG 研修センターでの WAPP 研修実績 
ECG 研修センターで実施された WAPP 研修実績について表３－８に示す。 
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表３－８ 研修実績 

受講者数 
No. コース名 概要 期間 

シエラレオネ リベリア

モジュール１ 
変圧器と変電

所の保守と修

理 

・変圧器保守と修理 
・変電所保守 

2010 年４月

12～30 日 ７ ２ 

モジュール２ 
架空線と地下

ケーブル技術 
・地下ケーブル技術 
・架空線マネジメント 

2010 年５月

10～28 日 
６ １ 

モジュール３ 

配電システム

計画（設計）、

運用、保護と

SCADA マネジ

メント 

・配電システム運用 
- 電力配電設計エンジニア

リング（中圧／低圧） 
- 電力系統保護 
- SCADA 

2010 年６月

７～25 日 
６ ２ 

計 19 ５ 
 

３）WAPP 研修プログラム講師について 
① WAPP 研修プログラムにおいて講師を務めた計 14 名の内訳は、以下のとおり。 

・ECG 研修センター専任講師 ６名 
・ECG 本部からの派遣講師 ８名（研修センター専任ではなく、WAPP 研修の都度、講

師を務めた） 
② GRADE（地位、等級）と専門分野を表３－９に示す。 

 
表３－９ 講師の専門分野 

GRADE（地位、等級）／専門分野 専任区分 人数 

DM/Protection & Control 派遣 １ 

SM/Design 〃 １ 

Chief Works Superintendent 〃 １ 

Maintenance Manager 〃 １ 

SM/Protection Application 〃 １ 

SM/SCADA 〃 １ 

テクニシャン 派遣 ２ 

SM／技術（ECG 研修センター） 専任 １ 

技術講師（ECG 研修センター） 専任 ５ 

 計 14 

 
４）WAPP 研修プログラム講師との意見交換 

① 研修分野 変電所 
・変電所設備の多くが老朽化し、事故・故障が発生する。 
・新規採用エンジニア研修の要望あり。 

② 研修分野 配電線保守 
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・配電線のテクニシャン研修の必要性が電力系統計画の参加者から強調された。 
③ 研修分野 保護継電装置 

・第三国（リベリア）研修生に対する実務的研修を増やすため、運開前予備試験に立ち

会わせる等の検討の提案あり。 
５）課題 

① ECG 電気設備関連 
・変電所設備の多くが老朽化し、事故・故障が発生する。 

② ECG 研修センター 
・既設研修用測定器、ツールが老朽化している。 
・新規採用エンジニアに対する研修を実施する必要がある。 

６）ECG 研修センターにおける既設機材について 
① 測定器、ツール等 

一覧を表３－10 に示す。すべてよく整備され、整然と並べられていた。 
 

表３－10 既設機材一覧表 

 
② 11kV 変電所 

建屋と内部が取り外された盤があるのみで、現在、全く使われていない。表３－11 に示

す。 

Mentenance Cables O/H Lines Good
unservicea
ble

1 Earth tester V V V 1999 Megger Company DET5/4 R Good -

2 Acoustic instrument V V V 0187900659 1987
Germany (Seba
Dynatronic)

Good -

3 Megger BM101/2 V V V 1453M 92252 Bm101/2 England Good -

4
Insulation Resistence tester
Megger

V V V BM 11D 6410792/050905
ENGRAND AUO
International Ltd.

Good -

5 Transformer turn Ratio test Set V V V 1993 U.S.A Good -

6 Walt meter V V V Cropico Ltd. Good -

7 Megger Br4 V V V
England Megger
Instrument Ltd.

Good -

8
High Voltage Tester (Neon
voltage Detector)

V V V Dec-94 France Good -

9 Over head projector V V V Not available Not available Good -

10 Transformer Oil Tester V V V Not available Not available V

11
Kabellux-31-E (fault location
instrument)

V V V
Seba D-96148 Baunach
Dynatronic- Germany

-

12 Test probe V V V K09062 Long and Crowford Good -

13 Safety Belt V V V May 28 1975 Bashllin Indo Inc. USA Good -

14 Lineman's climbers V V V USA Good -

15
Handdrien Insulation Resistance
Tester

V V V 9.51054E+13 England Good -

16 Clamp on meter V V V 5.03618E+12 Korea Good -

17
Battery Impedance Tester
(Megger Bite3)

V V V 2008 U.S.A Good -

18
R.C.D Tester (C.B.T 3) Digital
loop tester Megger L.T.7

V V V 6172-087 England Good -

19 Megger (Insulation Testor) V V V 2000-213V1.1 Good -

20 Megger Delta 2000 V V V Good -

21 Primary injection list kit Disused -

22 Full package X'mer V V V -

23 Yorkshire X'mer V V V 1981 United Kingdom Good -

24 Long & Crawford R.M.U V V V 1988 United Kingdom Good -

25 Extensible RMU V V V 1983 W. Lucy & Co. Ltd Good -

26 Isolating rod V V V Good -

27 8-way Distribution  Pillar V V V W. Lucy & Co. Ltd U.K V

28 Ladder V V V - - Good -

29 Portable Earthing kit V V V Good -

30 Rollers V V V Good -

Manufacturing company
Present condition

Item Equipment/tools
Application

Year of manufacture
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表３－11 11kV 変電所 

11kV 変電所外観 11kV 変電所内部 

 
７）ECG 研修センターにおける更新要望機材について 

① 測定器、ツール及び図書室充実等 
表３－12 に機材項目を示す。 

 
表３－12 更新要望機材一覧表 

Item Description Qty Comments
1 33/11kV substation equipment Lot
2 Installation of 33/11kV substation Lot
3 On-site-meter testiong equipment 1No

4
Computers for library complete with CPU, monitor, and
network accessories

16Nos Network with Item 9

5 Primary injection test set 1No
6 Secondary injection test set 1No
7 Transformer oil tester 1No
8 Power analyser 1No
9 Colour printer for library 1No For Item 4
10 Dynamometer for linesmen 1No
11 Survey equipment complete Lot
12 Portable cable fault locator 1No

13
Electronic Boards complete with 19" Monitor Interactive
LCD classroom

1No

14 25-Seater Bus 1No  
 

② 33kV 変電所 
新規建設需要の多い 33kV 変電所建設の要望が出ている。 
・変電所単結図を図３－４に示す。 
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図３－４ 変電所単結図 

 
・敷地は、既設 11kV 変電所跡地付近とする。ECG 研修センター敷地を図３－５に示す。 
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図３－５ ECG 研修センター敷地 

 
・現状では 11kV 引込み電柱は ECG 研修センターにあるが、33kV はないので、ECG の

負担で Tema Substation-A 系統の最寄り鉄塔より敷地内に引き込む。具体的ルートを図

３－６に示す。 
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図３－６ 33kV 引込みルート図 

 
・33kV 変電所関連の工事区分を表３－13 に示す。 
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表３－13 33kV 変電所関連の工事区分 

 手配区分 ECG JICA 

１ 33kV 送電鉄塔からの敷地引き込み ○  

２ 33kV 変電所建屋建設 ○  

３ 33kV 変電所内スイッチギア盤、変圧器、一式の製作  ○ 

４ 同上の据付・調整 ○（従） ◎（主）

５ 33kV 送電線敷地内地下ケーブルヘッドから 33kV 変電 ○  

 
（２）シエラレオネ 

１）配電設備の O&M における問題点 
① 大部分の設備は年数が経過しており、また、過負荷からしばしば装置の故障を招く。 
② 効果的なメンテナンスのための予備品が不足している。 
③ 人材が不十分である。 
④ 情報伝達技術システムが未整備である。 

２）ECG 研修センター以外での研修実績 
NPA スタッフが受けた研修実績を表３－14 に示す。 

 
表３－14 研修実績 

研修分野 国名 期間（週間） 人数

計画、O&M 日本 ５ １ 

電力配電線グリッド改善 日本 ７ ４ 

進んだ配電マネジメント スウェーデン ４ ４ 

バイオマス技術 中国 ４ １ 

地方電化 中国 ４ ２ 

太陽光エネルギー応用 中国 ４ １ 

小水力発電開発 中国 ３ １ 

 
３）エンジニア、テクニシャンとの意見交換 

・WAPP 研修は非常に有益である。 
・実務研修時間を増やしてほしい。 
・既存設備は機材が非常に古く、火災事故が発生している。 
・NPA では架空線と地下ケーブルの担当が分かれており、WAPP の研修ではこれらが１

つの研修コースで実施されたため、参加者によっては担当分野以外についても受講せ

ざるを得ず、実態に即していない。 
４）課題 

・内戦の影響によりインフラ拡充整備のためのエンジニア、テクニシャンともに不足し

ている。 
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・研修（特に実務）の機会が不足している。 
 
（３）リベリア 

１）配電設備 O&M における問題点 
① 低圧 400V 遮断器（100-400V レンジ）において、故障が頻発している。 
② 中低圧木柱（主に高さ 11m 及び９m）において、腐朽が頻発している。 
③ 木柱金属製腕木の腐蝕が頻発している。 
④ 大西洋に面した特に海岸沿いに設置された配電用変圧器のラジエーターフィンや油タ

ンクに腐蝕が頻発している。 
⑤ 中圧 22kV の配電システム建設は、都市部・近郊において、また、狭い地域で電柱立地

余地が少なく困難がある。 
⑥ ユーザーが増加する一方で盗電が頻発している。 

２）ECG 研修センター以外での研修実績 
LEC スタッフが受けた研修実績を表３－15 に示す。 
 

表３－15 研修実績 

研修分野 国名 期間 人数 

小水力発電所、変電所マネジメントと操作 中国 ― 
（不明） 

４ 

配電網と 225kV 送電線設計（コートジボワール－シエラ

レオネ－ギニア間（CLSG）系統連系プロジェクト） 
フランス ― ３ 

ワークショップ参加 ２ 

トレーニング活動 

南アフリカ ― 

１ 

LEC に納入された発電機に関して、UK のメーカが発電

部門のスタッフに対し、発電及びメンテナンスの訓練を

実施 

（国内） ― ― 
（不明）

 
３）エンジニア、テクニシャンとの意見交換 

・実務研修時間を増やしてほしい。 
・シミュレーターを使った保護継電装置についての研修を加えてほしい。 
・変電所メンテナンスについて、エンジニアとテクニシャンの両方に研修してほしい。 
・LEC では、架空線が主で地下ケーブルについての研修はあまり重要ではない。 

４）課題 
・内戦の影響からインフラ拡充のためのエンジニア、テクニシャンともに不足している。 
・研修（特に実務）の機会が不足している。 

 
３－３ 他ドナーの動向 

（１）ガーナ 
① 世界銀行 

ゲダップ（Ghana Energy Development and Access Project：GEDAP）を主導し、①構造改
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革、②配電網整備、③電気へのアクセス及び再生可能エネルギーの３項目をカバーしてい

る。 
② スイス 

GEDAP プロジェクトに参加。ECG マネジメントと地方電化実施に向けた能力向上に

1,100 万米ドルのローンを実施している。 
③ スペイン 

遠隔地の学校、病院、交番等公共施設における太陽光発電システム導入に 500 万ユーロ

を支援している。 
④ Millennium Challenge Account（アメリカ政府） 

反貧困プログラムと地方電化は、インフラのパッケージ要素であり、5,400 万米ドルを

支援している。 
⑤ インド輸出入銀行 

地方電化に 1,500 万米ドルを支援している。 
⑥ 中国輸出入銀行 

地方電化に 8,100 万米ドルを支援、ECG の前払い電力メータのために 5,700 万米ドルを

支援している。また、400MW の Bui 水力発電所プロジェクトに 5 億 6,200 万米ドルのロー

ンを実施している。 
⑦ 国連環境計画（UNEP）／米国再生可能エネルギー研究所（NERL）／地球環境ファシ

リティ（GEF） 
太陽光発電と風力発電のポテンシャル調査を実施している。 

⑧ 国際金融公社（IFC）／GEF 
太陽光発電を支援する BOP（Base of Pyramid：貧困層）プロジェクトを推進している。 

⑨ アフリカ開発銀行（AfDB） 
送電線の昇圧及び建設を支援している。 

 
（２）シエラレオネ 

① シエラレオネ政府 
NPA と政府は、配電機材の調達に対して 200 万米ドルを投資し、現在 NPA の配電部門

に納入されている。 
② 世界銀行 

４つの一次変電所を結ぶ 33kV 送電線建設に資金を提供した。また、11kV 配電線建設と

変圧器更新を伴う 11kV 配電線網更新を含んでいる。 
 
（３）リベリア 

① ヨーロッパ委員会（EC） 
リベリア政府との共同で 1,800 万米ドルを Monrovia 電力グリッドの修復に提供した。 
プロジェクトの目的は、66kV 送電線 28.6km と４つの変電所（変圧器容量計 40MVA）を

再建すること。2010 年９月中の完成予定が更に数カ月遅れる見込みである。 
② WAPP CLSG（コートジボワール－リベリア－シエラレオネ－ギニア）系統連系及び国

境プロジェクト 
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ⅰ）CLSG 系統連系プロジェクト 
・225kV 送電プロジェクトで、予備調査の段階である。 
・韓国電力公社（KEPCO）が、送電線ルート及び変電所の場所を選定し、環境及び

社会影響調査を実施している。KEPCO は予備調査報告書を提出し、CLSG 各国に

認可された。CLSG プロジェクトは、送電線 1,360km、変電所 12 カ所を対象とし

ている。このうち、リベリアは、送電線 535km、変電所４カ所である。 
・AETS－SOGREAH（仏国）が、Mt.Coffee 水力発電所再建のため、技術的予備調

査を実施している。このプロジェクトは、2013 年の運開が期待されている。フェ

ーズ１により、コートジボワールがリベリア、シエラレオネ、ギニアに 80MW 輸

出することが期待され、フェーズ２により、2018 年までに第２回線が建設され、

リベリアからシエラレオネ、ギニアに、CLSG 線を通した電力が輸出されること

が期待される。 
ⅱ）国境プロジェクト 

・リベリア国境にある 18 カ所の地域共同体にコートジボワールから電力を供給す

ること。 
・コートジボワールのコンサルタント（CabiRA）が、予備調査及び技術調査を実施

した。 
・送電線（MV）の長さは 758km、うち 314km については、WAPP と EC 間で授与

契約が結ばれた。 
・プロジェクト費用は、1,160 万ユーロで、授与契約の 960 万ユーロより、200 万ユ

ーロ高い。リベリア政府は、この費用ギャップを埋めるため 50 万ユーロのみ予算

の確保を行っている。 
ⅲ）ノルウェー政府（RGON）による GAPS プロジェクト 

・リベリア政府は、ノルウェー政府と 1,260 万米ドルの援助合意に入っている。 
・緊急電力プログラム（Emergency Power Program：EPP）の実施と、Bushrod Island

への１MW×３台のディーゼル発電機導入の間の配電ギャップを埋めるための授

与である。 
・2010 年 12 月運開予定。 
・ただし、このプロジェクトには、LEC の C/P 研修は含まれない。 
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第４章 プロジェクトの基本計画 
 
４－１ プロジェクト目標 

配電設備の運転維持管理に係る ECG 及び第三国向け研修能力が強化される。 
 
４－２ 上位目標 

ECG 及び第三国における配電設備の O&M が向上する。 
 
４－３ 成果及び活動 

＜成果１＞配電設備の O&M の現状が分析され、研修ニーズが把握される。 
１ ガーナ電力政策、電力計画並びに地域協力の枠組みのレビュー 
２ ECG 並びに第三国の配電設備の O&M の現状と問題点のレビュー 
３ ECG エンジニアとテクニシャンの人材育成の取り組み状況のレビュー 
４ ECG 並びに第三国のエンジニアとテクニシャンの研修ニーズの把握 

 
＜成果２＞ECG 及び第三国向けテクニシャン研修が改善される 

１ ECG の既存のテクニシャン研修のレビュー 
２ ECG の研修用資機材の設置 
３ 研修教材の改訂 
４ ECG のテクニシャン研修の実施 
５ 第三国向け研修の実施 
６ 研修のモニタリング及びフィードバック 

 
＜成果３＞ECG 及び第三国向けエンジニア研修が実施される 

１ 研修用シラバス、カリキュラム、教材の開発（新規３コース） 
２ 新規研修施設の整備及び資機材の設置 
３ ECG 研修講師の研修実施能力及び技術の強化 
４ ECG スタッフ向けエンジニア研修の実施 
５ 第三国向け研修の実施 
６ 研修のモニタリング及びフィードバック 

 
＜成果４＞ECG 研修センターのモニタリング・管理能力が改善される 

１ 研修のモニタリング・管理能力の分析 
２ 改善手法・プロセスの計画作成 
３ ECG の研修モニタリング・管理能力の改善 

 
４－４ 投入 

（１）日本側 
１）専門家派遣 

① チーフアドバイザー／配電計画（33kV／11kV） 
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② 配電系統運用（33kV／11kV） 
③ 変電所運用 
④ 変電所維持管理 
⑤ 資機材計画・調達 
⑥ 資機材運転指導 
⑦ 研修計画（国内） 
⑧ 業務調整／研修モニタリング 

 
２）研修員受け入れ：本邦研修 
３）供与機材：プロジェクト活動に必要な設備及び資機材 
４）その他：第三国向け研修実施に係る諸費用 

 
（２）ガーナ側 

１）C/P の配置 
２）合同調整委員会（Joint Coordinating Committee：JCC）の設置とメンバーの任命 
３）プロジェクト活動に必要な事務スペース等 
４）C/P の人件費 
５）資機材設置に係るガーナ側負担分経費 
６）第三国向け研修講師の確保 

 
４－５ 外部要因 

（１）前提条件 
・ C/P が配置される。 
・プロジェクトに必要な予算、事務所スペース等が確保される。 

 
（２）成果達成のための外部条件 

・ECG 及び第三国からの研修生が研修に参加する。 
・研修用資機材が適切に維持管理される。 

 
（３）プロジェクト目標達成のための外部条件 

・訓練を受けた研修講師が継続して研修に従事する。 
・ガーナと第三国（ガンビア、リベリア、シエラレオネ）間の合意内容が維持される。 

 
（４）上位目標達成のための外部条件 

・電力政策における人材育成の重要性に変更がない。 
・研修に必要な予算が割り当てられる。 
・研修受講生が継続して業務に従事する。 

 



－29－ 

第５章 プロジェクトの評価 
 
５－１ 妥当性 

本プロジェクトは、以下の点から妥当性は高いと判断される。 
 

（１）ECOWAS では、電力セクター関係者へのキャパシティ・ディベロップメント（Capacity 
Development：CD）が今後必要な支援分野として挙げられている。ガーナは域内協力を積極

的に進めており、配電分野の研修機関として WAPP に高い評価を受けたことから ECG 研修

センターにおいてシエラレオネ、リベリア、ガンビア向けの研修を実施し、参加研修員から

高い評価を得ていることが現地調査で確認された。本プロジェクトは、このようにガーナが

周辺国に対して第三国向け研修を行うことに対してガーナ側、周辺国側の双方のニーズに合

致しており、プロジェクト実施の妥当性は高い。 
 
（２）特に、第三国向け研修の対象となるシエラレオネ、リベリア、ガンビアについては、各国

で求められている人材育成及び配電設備の効率的な O&M の内容には共通点が多く、本プロ

ジェクトは緊急的な対応として寄与することが見込まれることから、ガーナにおいて第三国

向け研修を実施する妥当性は高い。 
 
（３）ガーナ国内では送配電網の整備・増強が進んでいるが、O&M に関する人材育成はなされ

ておらず、人材育成に関するニーズは高い。 
 
（４）効率的な O&M を行うためには、テクニシャン、エンジニア双方の新規採用後の基礎研修

を効率的に行う必要がある。しかし、ECG 研修センターではテクニシャン研修しか実施され

ていないため、エンジニア向け研修能力向上を拡充していくことは配電分野の能力向上のた

め適切なアプローチといえる。 
 
（５）ガーナの国家政策上及び、わが国の援助政策、JICA 国別事業展開計画上の位置づけは明確

であり整合性がみられる。 
 
５－２ 有効性 

本プロジェクトは、以下の点から有効性が見込める。 
 

（１）本プロジェクトは、ECG 及び第三国のテクニシャン、エンジニアをターゲットグループと

し、それぞれが直面する配電設備の O&M の現状や研修ニーズの分析（成果１）、既存のテク

ニシャン研修の改善（成果２）、エンジニア研修の新規開発（成果３）、研修モニタリング・

マネジメント体制の強化（成果４）の４つの手段によって ECG 研修センターの研修能力の強

化を図るものである。 
 
（２）成果１は、ECG 研修センター講師が対象者のニーズに合致した、より効果的な研修プログ

ラムを計画する能力を強化し、成果２では、既存のテクニシャン研修の見直し、主に研修用
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資機材の更新、研修内容・教材の更新、研修講師のトレーナーズ・トレーニング（Training of 
Trainers：ToT）を行ったのち、ECG 及び第三国からの研修生に対して実際に研修を実施する

ことによって、講師の研修実施能力を向上させる。成果３では、成果１の現状とニーズの把

握の下に、エンジニア研修を新たに３コースを開発し、研修に必要な資機材の設置、教材の

開発、研修講師の ToT 及び研修実施を通じて研修実施能力を強化する。成果４は、成果１～

３を達成したうえで研修全体をモニタリングし、研修用テキストやツールを改善するマネジ

メント能力の向上を図るもので、これら４つの活動に着実に取り組むことにより有効なプロ

ジェクト実施に結びつくものと期待できる。 
 
（３）ECG 研修センターでは、これまで研修講師に対して教授法指導、資格認定などは行ってい

ない。本プロジェクトによる研修を受けた ECG 研修講師や現場エンジニアに対して、ECG
研修センターによる研修講師として認定を行うことにより優秀な研修講師による質の高い研

修の実施が見込まれる。 
 
（４）MOE、ECG、WAPP、第三国向け研修の対象国における関係者などによるプロジェクトに

対する「協力の枠組みの維持」がプロジェクト目標達成のための外部条件となっているが、

現時点で関係者のコミットメントは高く、今後もタイムリーに情報の共有を図ることで関係

者の支援を継続して受けていくことが重要である。 
 
５－３ 効率性 

本プロジェクトは、以下の点から効率性が見込まれる。 
 

（１）本プロジェクトの計画は、C/P が既にもっている能力に必要な支援を付け加えるというア

プローチを重視し、テクニシャン研修（成果２）については C/P である ECG 研修センター研

修講師が十分な知識と現場経験による技術を有していることから、日本側の投入は主に設備

の整備、資機材の供与のみで効率的に活動を行うことができると見込まれる。 
 
（２）エンジニア研修（成果３）については、要請された７つの研修分野のうち、ECG 及び第三

国向け研修での研修ニーズ、JICA のこれまでの協力実績、日本の進んだ配電設備や技術の観

点から、保護リレー・制御、配電計画と設計の３分野に絞り込み、C/P が既にもっている能

力を更に伸ばしながら効率的に支援を行うために必要最低限の投入となっている。 
 
（３）ECG 研修センターは過去に WAPP 加盟メンバー向けの研修プログラムを実施した経験をも

ち、今回の調査では第三国向け研修が効率的に実施されたことを確認した。本プロジェクで

はこれらの研修を JICA が引き受けることになるが、効率的にプロジェクトの実施を行える

ことが見込める。 
 
（４）日本側より研修用の資機材が投入される計画があるが、機材それぞれの具体的な投入タイ

ミングについては未定である。投入予定の機材の一部（変電所設備）は発注してから納品ま

でに十分な時間が必要であるものも含まれるため、プロジェクト開始前に投入のタイミング
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を精査する必要がある。 
 
５－４ インパクト 

本プロジェクトの実施によるインパクトは、以下のように予測できる。 
 

（１）上位目標は、本プロジェクト目標の達成による効果の発現によって配電ロスの低減、供給

停止率の低減を目指している。これらの指標は一般的に電力会社の年次報告書もしくは関連

政策資料に記載されているため、十分に入手可能なものである。 
 
（２）本プロジェクトは、配電設備の高度化や規模の拡張に直面するガーナの現場職員を対象と

することにより、研修に基づいて配電設備の現場で使用される各種マニュアルの改善、事故

及び不具合に対する適切な再発防止対策・処置の実施向上などに寄与することが見込まれる。 
 
（３）ECG には人材育成計画はなく、エンジニアに対する研修はオンデマンドで行っている状態

である。本プロジェクトの実施は、エンジニア研修を恒常的に立ち上げるための導入剤とし

て大きなインパクトを与えるものと想定される。（組織・制度へのインパクト） 
 
（４）上位目標を達成する外部条件として研修に必要な予算配賦が挙げられるが、ECG の人材育

成に対する問題意識は高く、本プロジェクトでのエンジニア研修実施による導入インパクト

も大きいと見込まれることから、予算配賦が継続的になされる可能性は高いと思われる。 
 
（５）上位目標を達成するためには「訓練を受けた研修講師が継続して研修に従事する」必要が

あるが、ECG 研修センターの研修講師及び現エンジニアの離職率は低く、人事異動サイクル

も 10 年と長いスパンであることから、プロジェクト実施中の人材不足のリスクは比較的低い

と思われる。 
 
（６）ガーナ政府は、エネルギー供給は経済成長と貧困削減の双方にとって重要であり、特に十

分で安定した電力供給や、貧困層や女性・子どもなど弱者の電気に対するアクセスの向上が

重要であると認識している。本プロジェクトは電力セクターにおける技術者養成のため研修

センターの研修能力強化を支援するもので、電力サービスを利用する全国民が最終的な受益

者であるが、貧困・ジェンダーに関する正のインパクトとしては、安定した電力の供給とア

クセスの向上が、これまで薪や木炭などの伝統的エネルギーを利用している貧困層・女性に

とっては村落地域での貧困削減、生計向上のための１つの手段となり得る。特にガーナの女

性は、生活維持に必要な薪採集の主な担い手であること、薪燃料を使用するため室内汚染に

よる健康被害を受けやすいことから、女性の家事労働の軽減、生活改善に寄与することが期

待される。 
 
（７）わが国は、ガーナにおいて地方電化及び配電マスタープランの策定を実施してきているが、

配電設備の O&M に関しては十分に対応できておらず、本プロジェクトにより ECG の人材育

成能力が強化されることで、より大きな相乗効果が見込める。 
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（８）事前評価調査時点では、プロジェクト実施による負のインパクトは想定されない。 
 
５－５ 自立発展性 

以下の点から、本プロジェクトの自立発展性はおおむね高いと考えられるが、いくつかの側面

については継続的にモニターし、確認していくことが必要である。 
 

（１）政策・制度面 
ECG 研修センターは現状でも国内外の電力会社に対して配電分野にかかわる研修サービ

スを提供しており、自立発展性は一定程度の期待がもてる。現在、ECG に人材育成計画はな

いが、エンジニア研修が開始されることで、人材育成計画の重要性がより明確になっていく

ことが考えられ、今後は ECG の中核となる技術者の人材育成計画を作成することに留意する

必要がある。 
 
（２）組織・財政面 

ECG 研修センターは、研修事業を継続的に実施する組織としての体制を既に備えている。

電力会社の研修施設では専任講師を見つけることが大変難しいのが常であるが、研修センタ

ーでは、現状でも本部を通して現場エンジニアを外部講師として任命し活用するシステムが

できており、組織面での自立発展性は一定程度見込まれる。 
財政面について、ECG 研修センターはあくまでも ECG 本部内の一部局として位置づけら

れているため、研修センターとしての会計制度は存在しない。しかし、本部から毎年一定の

予算措置とオンデマンドによる社内研修に必要な経費はその都度配分されており、今後も本

部からの予算措置は十分に期待できる。 
 
（３）技術面 

本プロジェクトの C/P は ECG 研修センターの研修講師と現場エンジニアで構成され、日本

人専門家と協働することによって移転された技術はモニタリング、フィードバックを繰り返

すことによって普及していくため、技術面の普及は確保できるものと見込まれる。ECG 研修

センターの自立発展性のためには、プロジェクト実施段階及び終了後の、エンジニア間及び

エンジニアからテクニシャンへの組織内での技術移転が必須であるが、プロジェクトではベ

テランの現場エンジニアとセンター講師を組み合わせて効率的に行うこととなっており、終

了後の技術面の自立発展性を期待することができる。 
また、プロジェクトで作成されるエンジニア研修シラバス、カリキュラム、ツールは、活

動のなかでモニタリングを重ねて改訂されることとなっており、ECG 研修センターのマネジ

メント能力の向上に伴い、プロジェクト終了後もこれらの成果物を ECG 自身で活用すること

は十分に期待できる。 
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第６章 技術協力実施上の留意点 
 
６－１ WAPP 事務局との調整 

本プロジェクトは、WAPP が 2010 年４月から６月にガンビア、リベリア、シエラレオネのエン

ジニア及びテクニシャンを対象に実施した配電分野の人材育成研修を参考として、ECG 研修セン

ターの研修実施能力を強化することを目的としている。WAPP は ECOWAS 加盟国のエネルギー相

互補完を目的としているため、今回研修を実施した対象国のほか、仏語圏についても同様のプロ

グラムを検討している。 
本プロジェクトで実施される活動及び成果は、ほかの WAPP 対象国にも有効であるため、プロ

ジェクトの進捗については適宜、WAPP 事務局と情報の共有を行うべきである。 
なお、本プロジェクトは ECG の技術協力プロジェクト第１号でもあり、WAPP と ECG が JICA

の協力の方針やアプローチに十分熟知しているとはいい難い。特に、JICA が本協力の重きを ECG
研修センターの自立発展性に置き、同研修を ECG の実施能力強化の一環として位置づけているこ

とについて関係者間で十分に共有することが重要であり、今後の情報交換において誤解が生じな

いように配慮する必要がある。 
 
６－２ 本邦研修の効果的な実施 

本調査時点では、C／P として ECG 研修センター講師及び ECG 本部指名の外部講師が技術移転

対象者となる。また、開発される研修コースは、エンジニア研修で３コース、すなわち、システ

ム保護・運用、配電システム設計、配電システム計画である。そのうちのシステム保護･運用コー

スは既に ECG 研修センターが経験と知見を有しており、先方が主体となって実施するのに対し、

そのほかの２コースについてはプロジェクトが主体となって開発し、技術移転を行うこととなる。

しかしながら、ECG は配電会社であることから一定の知見を有しているため、プロジェクトにお

いて一から指導する必要はない。 
本邦研修では、日本の配電技術や技能の紹介だけでなく、その背景としてある配電部門の人材

育成方針や内容並びに集合研修の体系化について理解する機会を与えるべきである。また、本邦

研修の成果が帰国後のプロジェクトの活動や展開とリンクするようなアクションプランの作成指

導を行って、C/P の主体性が発揮できる環境を整えることが効果的である。 
 
６－３ ワークショップ等による普及活動の実施 

エンジニア研修の機会は、研修センターにおけるオンデマンドや ECG 本部における新技術紹介

のセミナーに限られており、量的にも質的にも不足する現状にある。その背景として、エンジニ

ア向け研修開発の必要性や有効性が ECG 全体において十分に理解されていないことがあると理

解される。 
エンジニア研修を恒常的に立ち上げるには、そのための環境づくりについてもプロジェクトの

早い段階から考慮することが望ましく、わが国における進んだ配電部門研修体制や実施状況の紹

介と重ねてプロジェクト成果についてタイムリーな情報共有の場を ECG 内で幅広に確保するこ

とが効果的であり、プロジェクト実施計画においては ECG 本部関係部署との協同によるワークシ

ョップ開催を組み込んでいく必要がある。 
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６－４ 33kV 変電所の建設 

本プロジェクトにおいて 33kV 変電所が導入されるが、近接する 33kV 線からの ECG 研修セン

ターへの引込みと 33kV 変電所の建屋の建設については ECG 負担事項となっている。33kV 線の

引込みにあたっては、環境社会配慮に留意して実施されるとともに、33kV 変電所の建設スケジュ

ールがプロジェクト活動の進捗に影響を及ぼすことが予想されるため、実施管理には十分な留意

が必要である。 
また、同設備の有効活用を図る観点から、本邦配電研修センターにおける同様設備を使った研

修カリキュラムやシラバスを参考に、設備レイアウトや運用仕様並びに具備すべきソフトウェア

の導入について計画することが必要である。 
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